
遺 

言 

書 

① 
 

遺
言
者 

 

父 

栗
林
忠
道 

は
、
こ
の
遺
言
書
で 

次
女
た
か
子
に
次
の
と
お
り
遺
言
す
る
。 

 
 
 

 
 
 

大
切
な
こ
と
は
、
か
ら
だ
を
丈
夫
に
す
る
事
と
、
誰
に
で
も
好
か
れ
る
よ
う
な
人
に 

 
 

な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
。 

 
 

誰
に
で
も
好
か
れ
る
に
は
、
勉
強
が
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、
誰
に
で
も
親
切
に
し
て
い
て 

 
 

意
地
悪
や
皮
肉
を
し
な
い
こ
と
で
す
。 

 
 

こ
れ
は
大
人
に
な
っ
た
場
合
に
一
番
必
要
の
事
で
、
女
の
子
は
な
お
更
そ
う
で
す
。 

  

付
言
事
項 

  
 

こ
の
よ
う
な
大
戦
争
も
起
こ
ら
ず
普
通
だ
っ
た
ら
、
今
頃
は
お
前
た
ち
も
も
ち
ろ
ん 

私
も
随
分
幸
福
に
愉
快
に
暮
ら
し
て
お
れ
た
ろ
う
に 

 
 

 
 

昭
和
二
〇
年
一
月
十
八
日 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

硫
黄
島
に
て                             

栗 

林 

忠 

道 
 

印 
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遺 

言 

書 

② 
 

遺
言
者 

中
将 

栗
林
忠
道 

は
、
こ
の
遺
言
書
で
次
の
と
お
り
遺
言
す
る
。 

 
一
、 

戦
局
は
最
後
の
関
頭
に
直
面
せ
り 

二
、 
兵
団
は
本
十
七
日
夜
、
総
攻
撃
を
決
行
し
敵
を
撃
砕
せ
ん
と
す 

三
、 

各
部
隊
は
本
夜
正
子
を
期
し
各
当
面
の
敵
を
攻
撃
、
最
後
の
一
兵
と
な
る
も 

あ
く
ま
で
決
死
敢
闘
す
べ
し
、
大
君
○
○
○
て
顧
み
る
を
許
さ
ず 

 
 
 

四
、 

予
は
常
に
諸
子
の
先
頭
に
在
り 

 
  

付
言
事
項 

 
 

 

私
に
万
一
の
事
在
れ
ど
、
遺
体
を
敵
に
渡
す
な 

 

昭
和
二
〇
年
三
月
一
七
日 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

硫
黄
島
に
て                             

栗 

林 

忠 

道 
 

印 
 

   

※ 

引
用
に
用
い
た
文
献 

こ
ん
な
に
変
わ
っ
た
！[

日
本
史]

偉
人
た
ち
の
評
判 

 

河
合 

敦 

著 

講
談
社 
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